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〈
特
集
〉

環
境
と

文
化
の
む
ら

南
秋
田
郡
五
城
目
町
に
あ
る
「
環
境
と
文
化
の
む
ら
」
は
、
雑
木
林
の
里
山
を
は
じ
め
、
堤
や
湿
地
、
小
川
な
ど
が
あ
る

52 

ha
の
広
大
な
敷
地
を
も
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
野
鳥
や
植
物
が
生
息
し
、
自
然
体
験
・
学
習
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。
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山田沢湿地

キツツキの森

ドングリの森

二階堤

ー

古代の里

太古の島

カエル池

水鳥池

ヨシ堤

鳩
ヶ
崎
堤

愛鳥広場
愛鳥山荘

文化の館

シジュウカラの森

自然ふれあい
センター

ふれあい広場

至285号

お手軽コース
（愛鳥山荘、里山散策）
1.3km 40分

野鳥観察コース
（高低差50m）
2.1km 70分
山田沢コース

（草花、昆虫散策）
2.1km 70分

散策路

鳥獣保護舎

WC

WC

WC

施設内には
車の乗り入れは

できません

一帯は国の「野鳥の森」に指定されている

広
大
な
森
で
学
ぶ
、
遊
ぶ

環
境
と
文
化
の
む
ら

　
こ
の
一
帯
は
、
国
の
「
野
鳥
の
森
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
は
最
適
で
す
。
広
大
な
林
内
に
散
策
道
が
豊
富
に
あ

り
、
四
季
折
々
に
里
山
散
策
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、「
自
然
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
」、「
文
化
の
館
」、「
野
鳥
観
察
舎
」
の
各
施
設
で
は
、
自

然
の
も
た
ら
す
恵
み
や
文
化
に
つ
い
て
の
学
習
や
体
験
が
で
き
ま
す
。

愛鳥広場には炊事場、トイレが備わり、
キャンプやレクリエーションが行える。

池にはカルガモ、アオサギ、養生中の白鳥
など野鳥が多く集まる。鳥獣保護舎も隣接
している。

野鳥観察舎では、野鳥たちに気付かれる
ことなく観察や写真を撮ることができる。

文化の館

この周辺で発掘された
縄文時代の土器や奈
良・平安時代に使われ
ていた装飾品、番楽面、
五城目焼きなどの文化
財を展示。

鳥獣保護舎

ケガをした鳥や獣を保護してい
る施設。リハビリ後に放野を行う。

■お問い合わせ
〒018-1723 南秋田郡五城目町上樋口字山田沢156-1
秋田県環境と文化のむら・秋田県鳥獣保護センター
TEL 018-852-2134

自然ふれあいセンター

愛鳥山荘

鳥獣保護センターも兼ねており、研修室、工作室がある。動植物や昆虫など指導員によ
る案内や解説が受けられる。年間を通して自然観察会や体験教室を開催。
＊参加申込・問合せ／TEL 018-852-2202（指定管理者：むつみ造園土木（株））

国内初の鳥類生態誌「野鳥の生態」を出版した野鳥観察の元祖「仁部富之助」の資料や、
野鳥の剥製やパネルを展示。愛鳥週間には特別展示がある。

コケ玉作り体験

参加者がそれぞれ森林内で採取した
幼樹を用いてコケ玉をつくる
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状
態
の
維
持
・
改
良
に
も
気
を
配
り
ま
す
。
伊

東
農
園
の
苗
は
「
よ
く
根
付
い
た
よ
」
と
お
客

様
か
ら
電
話
や
手
紙
を
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、

信
頼
で
き
る
商
品
と
し
て
全
国
で
評
価
を
得

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毅
さ
ん
は
、「
信
用

を
作
れ
ば
全
国
か
ら
何
万
本
単
位
で
注
文
が

き
ま
す
。
無
名
の
業
者
が
全
国
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
商
品
の
信
用
を
得
て

き
た
か
ら
」
と
語
り
ま
す
。

彩
豊
か
な
森
を
め
ざ
し
て

　

地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
秋
田
県
で
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
森
林

環
境
税
の
導
入
が
決
ま
り
、
以
降
各
方
面
で

森
林
整
備
や
植
林
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
向
け
の
ブ
ナ
を
は

じ
め
と
し
た
広
葉
樹
苗
木
の
需
要
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

毅
さ
ん
は
、
苗
木
生
産
者
と
し
て
こ
う
し
た

活
動
に
積
極
的
に
参
画
し
て
植
林
活
動
に
協

力
し
て
き
ま
し
た
。「
森
は
本
来
、
動
植
物
が

生
息
し
、
豊
か
な
生
態
系
を
形
成
し
、
人
は
森

の
恵
み
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
入

れ
さ
れ
ず
に
荒
廃
し
て
い
く
森
が
多
く
、
私

達
の
手
で
健
全
な
森
を
造
林
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

と
語
り
ま
す
。

　

素
材
生
産
を
中
心
に
、
森
林
の
保
育
、
森

林
・
立
木
の
買
い
取
り
等
の
林
業
分
野
に
着

手
し
た
の
も
、
秋
田
の
山
々
が
豊
か
な
森
と

緑
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
。
我

が
子
の
よ
う
に
育
て
て
い
る
苗
木
た
ち
も
立

派
に
山
で
育
っ
て
秋
田
の
山
を
彩
豊
か
に
し

て
ほ
し
い
…
そ
ん
な
思
い
で
、
日
々
励
ん
で

い
る
毅
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
、
東
に
森
吉
山

を
仰
ぎ
み
て
清
流
・
阿
仁
川
で
遊
び
自
然
の

中
で
育
ち
ま
し
た
。
苗
木
作
り
、
森
づ
く
り
へ

の
情
熱
の
源
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
育
ま

れ
た
よ
う
で
す
。

　

令
和
元
年
全
国
苗
畑
コ
ン
ク
ー
ル
で
林
野

庁
長
官
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
苗
畑
業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
東

農
園
。
事
業
内
容
は
、
広
葉
樹
苗
、
針
葉
樹

苗
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
の
ほ
か
、
素
材
生
産

を
中
心
と
し
た
林
業
分
野
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
種
苗
か
ら
素
材
生
産
ま
で
ト
ー
タ

ル
で
行
な
っ
て
い
る
企
業
は
全
国
で
も
稀
で

す
。
代
表
の
伊
東
毅
さ
ん
は
平
成
二
十
二
年

度
・
森
づ
く
り
部
門
で
「
森
の
名
手
名
人
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
毅
さ
ん
の
苗
作
り
・
森
づ

く
り
へ
寄
せ
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

ス
ギ
苗
作
り
か
ら

広
葉
樹
苗
作
り
へ
の
転
換

　

伊
東
農
園
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
父
親
の

勇
さ
ん
が
ス
ギ
苗
の
生
産
を
家
業
と
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
国
の
拡
大
造
林
政
策
に

よ
っ
て
昭
和
三
十
年
〜
五
十
年
頃
は
ス
ギ

苗
植
林
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
苗
木
生
産
者
に

と
っ
て
は
良
い
時
代
が
続
き
ま
し
た
。
毅
さ

ん
も
昭
和
五
十
七
年
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
拡
大
造
林
面
積
の
減
少
に
伴

い
、
ス
ギ
苗
が
売
れ
残
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
思
索
す
る

日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
人
と
違
う
こ
と
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
毅
さ
ん
。
あ
る
日
ド

ン
グ
リ
を
み
て
い
て
広
葉
樹
苗
木
の
生
産
を

思
い
つ
い
た
の
で
す
。
拡
大
造
林
の
た
め
に

伐
採
さ
れ
続
け
た
広
葉
樹
林
が
将
来
は
必
要

に
な
る
の
で
は
…
と
。

技
術
習
得
の
努
力
が
実
り
、

お
客
様
の
信
頼
を
得
る

　

そ
の
頃
は
広
葉
樹
の
育
苗
に
つ
い
て
の
文

献
や
研
究
事
例
が
な
く
、
独
学
で
研
究
す
る

も
五
年
ほ
ど
は
挑
戦
・
失
敗
の
連
続
。
県
外
の

広
葉
樹
苗
木
生
産
者
を
訪
ね
、
自
主
的
に
毎

年
二
ヵ
月
程
泊
ま
り
込
み
で
実
習
を
受
け
ま

し
た
。

　

毅
さ
ん
が
心
掛
け
た
の
は
、
活
着
率
の
高

い
良
質
な
苗
作
り
。「
苗
木
作
り
は
土
作
り
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
土
壌
肥
料
や
土
壌
の

伊
い

 東
とう

    毅
たけし

さん

●秋田県指導林家
●秋田県林業普及協力員
●国土緑化推進機構「森の名手・名人」
●「秋田県多樹種種苗供給センター」代表
●緑化推進ボランティア「グリーンメイク

（清流を守る会）」発起人
●大館北秋田地域林業成長産業化協議会

幹事
●同協議会再造林推進部会長

有限会社 伊東農園
〒018ー4221 北秋田市下杉字狐森84
苗木・流通生産部 
TEL：0186ー78ー2569／080ー5558ー8109
環境緑化部（素材生産等）

 TEL：0186ー84ー8578

苗
木
作
り
、森
づ
く
り
に

情
熱
を
注
い
で
―

有
限
会
社 

伊
東
農
園

伊い  

東と
う     

毅
た
け
し  

氏

「
森
の
名
手
・
名
人
百
人
」
の
認
定
・
顕
彰
に
つ
い
て

　
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
、
新
た
な
国
土
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
森
を
守
り
、
育
て
、

そ
の
恵
み
を
活
か
し
て
持
続
的
に
循
環
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
社
会
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
民
の
森
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促

す
運
動
と
し
て
「
も
り
の
く
に
・
に
っ
ぽ
ん
」
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、

す
ぐ
れ
た
技
を
極
め
、
他
の
技
術
・
技
能
者
等
の
模
範
と
な
っ
て
い

る
達
人
を
、「
森
の
名
手
・
名
人
」
と
し
て
認
定
・
顕
彰
し
て
き
ま
し
た
。

森
の
名
手
・
名
人
を
訪
ね
る

高性能林業機械を投入して素材生産

写真１／種子の採取は良い母樹の選定が重要。毅さん自らが木登りして採取する。　写真２／種子の選別作業　
写真３／発芽率を上げるために種子を再選する。　写真４／苗畑の土壌はふかふかの黒色火山灰土

写真６・７・8／広葉樹は20種以上、スギ・カラマツなどの針葉樹も揃う　
写真5・9／苗木の収穫。活着率の高い良い根ができた

《
コ
ラ
ム
》
苗
が
結
ん
だ
宇
宙
と
の
縁

〜
宇
宙
遊
泳
し
た
伊
東
農
園
の
種
子
〜

　
平
成
三
年
、
宇
宙
開
発
事
業
団
か
ら
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル・エ
ン
デ
バ
ー
号
に
搭
載
、

宇
宙
飛
行
で
研
究
す
る
ケ
ヤ
キ
、カ
ツ
ラ
、ミ

ズ
キ
の
種
子
を
提
供
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、平
成

四
年
、
伊
東
農
園
の
種
子
約
百
粒
が
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
に
乗
り
、毛
利
さ
ん
と
共
に
宇
宙

遊
泳
を
し
ま
し
た
。
帰
還
後
に
茨
城
県
林
業

試
験
場
な
ど
で
育
苗
さ
れ
、平
成
十
年
、そ
の

試
験
場
な
ど
で
育
苗
さ
れ
、平
成
十
年
、そ
の

一
部
は
旧
合
川
町
の「
あ
じ
さ
い
公
園
」の
展

一
部
は
旧
合
川
町
の「
あ
じ
さ
い
公
園
」の
展

一
部
は
旧
合
川
町
の「
あ
じ
さ
い
公
園
」の
展

望
台
に
植
樹
さ
れ
、現
在
す
く
す
く
と
育
っ
て

望
台
に
植
樹
さ
れ
、現
在
す
く
す
く
と
育
っ
て

い
ま
す
。

1

2

3

89 7

6

4
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感
性
豊
か
に
育
ま
れ
る

児
童
た
ち

　

プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
は
「
わ
か
あ
ゆ
グ
ル
ー

プ
」、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
は
四
年
生
、
ジ
ャ
ン
ボ
・

ヒ
マ
ワ
リ
は
三
年
生
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
一
・
二

年
生
、
学
校
菜
園
は
各
学
年
部
…
と
校
内
で
の

活
動
は
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
神
代
地

域
運
営
体
と
の
連
携
活
動
と
し
て
、
三
年
生
の

イ
ブ
リ
ガ
ッ
コ
作
り
・
販
売
体
験
、
五
年
生
の
稲

作
・
栽
培
〜
収
穫
・
販
売
体
験
、
六
年
生
の
秋
田

内
陸
線
応
援
・
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
づ
く
り
体
験
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
多
大
な
ご
協
力
と
ご
理
解
が

あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
施
設
部
か
ら
耕
起
・

除
草
作
業
な
ど
の
奉
仕
事
業
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
地
域
の
連
携
で
児
童
た
ち
が
育

ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

毎
朝
登
校
す
る
と
玄
関
に
入
る
前
に
真
っ
先

に
花
壇
に
足
を
運
ぶ
児
童
た
ち
。
各
自
で
名
前

を
付
け
た
花
に
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
声
を
か
け
な

が
ら
水
遣
り
な
ど
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
神

代
小
の
「
感
性
を
育
む
教
育
」
は
確
実
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
北
に
秋
田
駒
ヶ
岳
を
望
み
、
玉
川
・
桧
木
内
川

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
田
園
地
帯
。
こ
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
地
域
に
立
地
す
る
神
代
小
学
校
は
、

昭
和
四
十
年
代
か
ら
今
日
ま
で
花
壇
や
緑
化
活

動
等
で
数
々
の
賞
に
輝
き
、
令
和
元
年
度
に
は

全
日
本
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
準
特
選
を
受

賞
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
め
ざ
す
学
校
像
」

を
、「
花
の
い
の
ち
を
育
む
学
園
」
と
し
て
宣
言

し
て
い
る
神
代
小
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。

「
花
の
い
の
ち
を
育
む
学
園
」
の

始
ま
り

　

神
代
小
学
校
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
梅
沢
・

小
松
・
岡
崎
の
三
小
学
校
が
統
合
し
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
校
地
は
木
も
花
も
全
く
無
い

殺
風
景
な
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
児
童
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
保
護
者
・
地
域
の

方
々
・
教
職
員
が
協
力
し
、
校
地
内
の
花
壇
整
備

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
早
く
も
昭
和
四
十
二

年
に
は
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
優
秀
校
と
し
て

受
賞
、
そ
の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
コ
ン
ク
ー
ル

で
受
賞
し
、「
花
の
学
校
、
環
境
の
素
晴
ら
し
い

学
校
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

「
わ
か
あ
ゆ
グ
ル
ー
プ
」
活
動

　

創
立
以
来
の
児
童
た
ち
へ
の
熱
い
思
い
が
込

め
ら
れ
た
「
花
の
い
の
ち
を
育
む
活
動
」
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
、
神
代
小
の
教
育
の
特
徴
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
取
組
と
し
て
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
「
わ

か
あ
ゆ
グ
ル
ー
プ
」
で
の
活
動
（
異
学
年
交
流
活

動
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
環
境
委
員
会
の
五
・

六
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
っ
て
、
花
壇

の
デ
ザ
イ
ン
計
画
を
立
て
た
り
、
苗
植
え
や
水

遣
り
、
雑
草
取
り
な
ど
の
活
動
を
グ
ル
ー
プ
単

位
で
行
う
も
の
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
は
児
童
た
ち
が
主
体
的
に
活

動
を
進
め
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
子
ど
も
の

中
に
は
活
動
を
通
し
て
自
信
を
付
け
、
貫
禄
さ

え
感
じ
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
が
み
ら
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「花のいのちを育む学園」のあゆみ

昭
　
和

42. 11. 1 花いっぱい運動 優秀校
44. 10. 17 花いっぱいコンクール 優秀賞
44. 11. 3 魁新報社主催花いっぱいコンクール 優秀校
45. 10. 22 全県花いっぱいコンクール 優秀賞
46. 10. 28 全県花いっぱい運動 優秀校
48. 10. 18 全県花いっぱい運動 優秀校
49. 11. 5 全県花壇コンクール 最優秀校
49. 11. 30 全国花いっぱい小中学校コンクール 全国最優秀賞

自治大臣賞
50. 10. 22 全県花壇コンクール 県教育長賞
52. 11. 4 全県花壇コンクール 優秀賞
53. 11. 2 全県花壇コンクール 優秀賞
55. 11. 11 全県花壇コンクール 県教育長賞
56. 9. 5 全県「花の広場」へミニ花壇を展示
56. 11. 12 全県花壇コンクール 特別優秀賞

県教育長賞
59. 10. 6 全県花壇コンクール 特別優秀賞
62. 10. 27 全県花壇コンクール

戸嶋亭治氏 功労賞を受賞
優良賞

平
　
成

2. 11. 17 全県花壇コンクール
吉村 直氏 功労賞を受賞

優良賞

8. 10. 30 全県花壇コンクール 特別優秀賞
県教育長賞

9. 10. 28 全県花壇コンクール
モデル花壇指定（2年間）

県教育長賞

12. 11. 1 全県花壇コンクール 優秀賞
15. 10. 30 全県花壇コンクール 優秀賞
16. 10. 20 全県花壇コンクール 優秀賞
17. 10. 20 全県花壇コンクール 優秀賞
18. 11. 1 全県花壇コンクール 優秀賞
28. 9. 1 秋田県学校関係緑化コンクール 東北森林管理局長賞
29. 9. 1 秋田県学校関係緑化コンクール 知事賞（全国審査に推薦）
30. 9. 3 秋田県学校関係緑化コンクール 東北森林管理局長賞
1. 9. 9 秋田県学校関係緑化コンクール 知事賞（全国審査に推薦）
2. 3. 10 全日本学校緑化コンクール

学校環境緑化の部
準特選

緑とともに
   育つ・育てる
《緑育REPORT》

仙北市立神代小学校
令和元年度 全日本学校緑化コンクール

　美しい自然に恵まれた秋田県で

は、古くから学校林等を中心にした

森林環境教育が盛んです。緑にふ

れることによって、子どもたちの環

境への理解が深まるとともに、豊

かな人間性を育む……そんなすば

らしい教育活動を実践している小

中学校を紹介するシリーズです。

始
ま
り

感
性
豊
か
に
育
ま
れ
る

感
性
豊
か
に
育
ま
れ
る

児
童
た
ち

児
童
た
ち

感
性
豊
か
に
育
ま
れ
る

感
性
豊
か
に
育
ま
れ
る

見事な花壇の花々と「めざす学校像」の石
碑が訪れる人を出迎える

草取りを呼びかける5・6年生

PTA施設部による
耕起・除草作業

登校すると真っ先に水遣りする児童たち

全校児童が班に分かれる「わかあゆグループ」。5・6年生が苗の植え方を説明。プランター栽
培に限らず、全ての児童集会、日常の清掃などでこのグループを基本に活動。5・6年生はリー
ダーとして成長していき、下級生は上級生を見習って自立していくことが期待される。

花の苗植えは「いのちを育む」活動の第一歩

準特選
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森
の
案
内
人
っ
て
!?

秋
田
県
森
の
案
内
人
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
と

野
外
に
出
か
け
て
行
き
、
一
緒
に
森
の
環
境
に

浸
っ
て
頂
き
ま
す
。
植
物
や
木
に
触
れ
て
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
森
・
樹
木
・
自
然
環
境
へ

と
興
味
を
誘
う
、
そ
ん
な
森
先
案
内
人
で
す
。

豊
富
な
得
意
技

案
内
人
で
あ
る
以
上
、
秋
田
県
の
森
林
や
林

業
を
広
く
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
て
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
到
底
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森
の
案
内
人
は

得
意
分
野
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
木
工
ク
ラ
フ

ト
技
術
、
森
づ
く
り
作
業
、
自
然
動
植
物
の
観

察
、
里
山
文
化
・
生
活
・
遊
び
…
様
々
な
得
意
分

野
に
秀
で
て
い
る
森
の
案
内
人
が
い
ま
す
。
で

す
か
ら
多
様
な
案
内
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
要
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
私
た
ち
は
、
山
・
森
・
自
然
が
大
好
き

な
集
団
で
す
。
自
ら
も
山
に
出
向
き
森
林
に
浸

り
、
あ
る
い
は
森
づ
く
り
作
業
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

県
の
育
成
・
認
定

私
た
ち
は
、
秋
田
県
が
森
林
・
林
業
の
魅
力

に
誘
う
担
い
手
と
し
て
平
成
八
〜
十
年
に
か
け

て
育
成
・
認
定
し
た
森
の
案
内
人
で
す
。
総
勢

六
十
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

思
い
を
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
平
成
九
年
に
秋
田
県
森
の
案
内
人
協
議

会
を
組
織
し
、
現
在
ま
で
二
十
三
年
間
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
な
ど
と
と
も
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

楽
し
い
活
動
が
盛
り
沢
山

年
間
の
活
動
計
画
と
し
て
は
、
森
林
学
習
交

流
館
（
秋
田
市
河
辺
戸
島
）
で
行
う
「
森
の
学

校
」
の
メ
ニ
ュ
ー
に
参
画
協
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
い
く
つ
も
の
予
定
し
て

い
た
活
動
が
中
止
さ
れ
た
中
、
春
に
は
「
し
い
た

け
植
菌
体
験
」
を
行
い
、
安
全
作
業
指
導
、
シ
イ

タ
ケ
の
成
長
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。

こ
の
「
し
い
た
け
植
菌
体
験
」
は
大
変
人
気

の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
親
子
連
れ
が
多
く
、

お
子
さ
ん
も
親
御
さ
ん
も
、
共
に
夢
中
に
な
り

汗
を
流
し
て
シ
イ
タ
ケ
ド
リ
ル
に
よ
る
穴
あ
け

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

例
年
で
す
と
春
に
は
秋
田
駒
ヶ
岳
の
登
山
案

内
を
し
て
春
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。

今
年
夏
休
み
に
入
っ
て
八
月
一
日
（
土
）
に

は
、「
森
と
木
の
生
活
塾
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
森
の
案
内
人
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な

ス
キ
ル
を
持
ち
寄
っ
て
、
山
間
の
生
活
で
よ
く

み
ら
れ
る
作
業
や
趣
味
、
遊
び
な
ど
を
行
う
体

験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
ず
は
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
高
ら
か
に
奏
で
ス

タ
ー
ト
、
そ
の
後
は
様
々
な
ブ
ー
ス
で
の
体
験

で
す
。
テ
ン
ト
を
張
る
た
め
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

も
学
び
ま
す
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
丸
太
切
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
杉
材
を
使
っ
た
状
差
し

や
、
椅
子
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
竹
ト
ン
ボ
な
ど
を

作
る
木
工
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
。
季
節
の
山
菜

ミ
ズ
（
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
）
の
皮
筋
取
り
作
業
の

体
験
。
香
り
豊
か
な
ク
ロ
モ
ジ
茶
コ
ー
ナ
ー
。

森
の
物
語
の
紙
芝
居
。
森
の
散
策
や
森
林
浴
、

森
の
ゲ
ー
ム
。
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
で
一
日
を
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

森
や
自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
自
由
に
精

一
杯
動
き
、
遊
び
や
体
験
が
子
供
た
ち
を
生
き

生
き
と
さ
せ
る
の
で
す
。

随
時
ご
要
望
受
付
し
て
い
ま
す

こ
の
ほ
か
に
、（
公
社
）
秋
田
県
緑
化
推
進
委

員
会
が
行
う
緑
の
募
金
活
動
へ
の
協
力
、
多
く

の
学
校
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
る
出
前
森
の
案
内

を
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
ご
要

望
の
あ
る
方
は
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

自然観察・森の中で子どもたちは生き生き

ミズの皮筋取り体験森の紙芝居

アルプホルン

クラフトコーナー

チェンソーで丸太切

しいたけ植菌体験

森
と
木
の
生
活
塾

森に遊び森に学ぶ「森の学校」
　「森の学校」は秋田県林業学習交流館プラ
ザクリプトンで開催しており、毎年4月～翌
年3月、四季折々様々な楽しい森の体験がで
きます。
　私たち「森の案内人」も、「森の学校」のメ
ニューに参画協力し、森林学習交流館を拠点
として活動しております。

「森の案内人」「森の学校」／お問い合わせ

秋田県森の案内人協議会

〒019-2611 秋田市河辺戸島字上祭沢38－4

秋田県森林学習交流館 プラザクリプトン内

TEL 018-882-5009  FAX 018-882-4821

秋田県

森
の
案
内
人
協
議
会
Vol.1

　
「
森
の
案
内
人
」
と
は
、
皆
さ
ん
が
林
業
体
験

や
自
然
観
察
な
ど
で
、
森
林
を
学
ぼ
う
と
す
る

と
き
、
そ
の
活
動
の
手
助
け
を
す
る
の
が
「
森

の
案
内
人
」
で
す
。「
森
の
案
内
人
」
は
、
森
林
・

林
業
、
森
の
学
び
、
森
遊
び
な
ど
に
熟
知
し
て

お
り
、
独
自
の
育
成
講
習
で
資
格
認
定
を
受
け

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森林・林業
の楽しさ
伝えます

秋田県林業学習交流館
プラザクリプトン
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ブルーメッセあきた

●道の駅
かみこあに

環境と文化のむら

帝釈寺のケヤキ

奥
羽
本
線

秋田内陸線

羽後飯塚羽後飯塚

井川さくら井川さくら

八郎潟八郎潟

米内沢米内沢

大久保大久保

八郎潟
五城目IC
八郎潟
五城目IC

昭和男鹿半島IC昭和男鹿半島IC

至 鷹ノ巣

至 秋田市

コブ杉

浜辺の歌音楽館

五城目朝市

五城目城

小玉醸造
ブルーホール
パルテール

日本国花苑

阿
仁

川

馬場目川
八郎潟
調整池

小
阿
仁
川
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GREEN PAGE AKITA GREEN PAGE AKITA

物産センターでは、「こはぜ」や「食

用ほおずき」などの特産品、新鮮

な野菜や果実、山菜などを販売

しています。

山野草「コアニチドリ」は最初に

発見されたのが上小阿仁村で、

様々な山野草とともに展示即売

しています。（販売：5月～7月）

お食事処「秋田杉の館」では、地

元の名物料理馬肉のメニューな

どが楽しめます。

北秋田郡上小阿仁村小沢田字向川原

66-1  TEL 0186-77-3238

営業時間▶物産センター 9：00～

17:30（12月～3月は17：00まで）、秋

田杉の館（食事処）10：00～18：00

定休日▶年末年始（12月31日・1月1日）

秋田杉とコアニチドリの里 道の駅 かみこあに

上小阿仁村

林野庁選定
「森の巨人たち百選」 コブ杉
上大内沢自然観察教育林には、樹齢260年

を超える天然秋田杉をはじめ約700本の

秋田杉が群立しています。その中に、根元

から2mほどのところに巨大なコブ状の突

起がある「コブ杉」と呼ばれる杉があり、

村のシンボル的存在となっています。

北秋田郡上小阿仁村大林（駐車場から徒歩約15

分）

通称「ニーパーゴ」は見どころふんだん！

あきたリゾートライン
《その1》潟上市～井川町～五城目町～上小阿仁村～北秋田市（森吉地区）

飯田川町の国道7号分岐点から

鹿角市の十和田インターまで

を結ぶ国道は「あきたリゾート

ライン」という愛称が付いてい

ます。通称「ニーパーゴ」とし

て親しまれ、沿道上には見どこ

ろが多く、楽しいドライブ・ル

ートです。

北秋田市

作曲家・成田為三を知る 浜辺の歌音楽館
名曲「浜辺の歌」や「かなりや」などを作曲した成田為三。為三

の音楽活動の歴史と業績を紹介。為三の歌曲や日本の代表的

な歌曲を聴くコーナーもあります。

北秋田市米内沢字寺の下17-4  

TEL 0186-72-3014  入館無料  10:00～17:00

休館日▶月曜日（月曜日が休日の場合はその翌日）・12月29日～1月3日

明治12年創業

小玉醸造株式会社の蔵見学
秋田を代表する酒・味噌・醤油の醸造

元で、創業当時の面影を残す歴史ある

レンガ造りの蔵が立ち並ぶ様子はま

さに圧巻。日本酒や味噌・醤油の醸造

工程などを見学できます。

潟上市飯田川飯塚字飯塚34-1  

見学／無料 1日2回 11：00～・14：00～（所要

時間 約30分）団体は要予約 TEL 018-877-

5772（10：00～16：00

受付）当日申込可能

休業日▶ 12月31日～1

月3日、8月13日～15日

酒蔵をリノベーションしたギャラリー ブルーホール
小玉醸造の日本酒貯蔵庫（大正

11年建築）を利用して開設した

もので、通年で写真展示や演奏

会などイベントが開催されてい

ます。

潟上市飯田川飯塚字飯塚34-1  

TEL 018-877-5772  

10：00～16：30（最終入館 16：00） 

休館日▶12月31日～1月3日、8月13

日～15日

入場料▶一般 300円、中高生 100

円、小学生以下 無料

色とりどりのスイーツ

パティスリー パルテール
小玉醸造の1本道路を挟ん

だ向かいにあり、旬の果物を

たっぷり使った色鮮やかな

タルトやケーキ、ランチが楽

しめます。

潟上市飯田川飯塚字家ノ越47-3

TEL 018-893-5085

10:00～18:00（火曜日定休）

潟上市

五城目町

井川町

広大な公園で200種の桜と彫刻作品を鑑賞 日本国花苑
日本各地から集められた桜200種2000本を、2年がかりで植樹。

桜の総面積は約40haにも及びます。桜の他にも、バラやツツジな

ども植栽されており、四季折々の花が楽しめます。園内には、遊具

を設置したチビッコ広場をはじめ、パターゴルフ、グランドゴルフ、

テニスコートなどの有料運動施設や男鹿の山々を見渡せる浴場（有

料）も完備。また、平成12年から実施されている、彫刻コンクール

の受賞作品41基が展示されていて、季節の花々と共に楽しめます。

南秋田郡井川町浜井川字2階102-1

歴史ある醸造蔵を見学できる

売店では蔵元限定品も販売 

「ふれあい館」は気軽に
休憩ができる

当時のレコードや譜面、
為三の生涯などを展示解説

為三のロボットが代表曲を自動演奏

馬肉を用いたメニューが人気 季節ごとの山野草を展示販売

遠方からも買い物客が訪れて賑わいをみせる 城の最上階から絶景が広がる

館内は秋田杉の香りが漂う木の空間

［作品名］桜並木の人々／
周囲の風景を反射するス
テンレス材を使用。

［作品名］井川ゴリ山／巨大なゴリラは触ったり、
よじ登ったりして楽しめる。

町のシンボル 五城目城（森林資料館） 　
森山森林公園内にあり、最上階から望む風景は絶景です。散策路には

観音像やご詠歌にちなんだ石碑が建っており、ウォーキングや自然観

察を楽しむことができます。

内部は森林資料館になっており、町や林業・木材の歴史、町の木工製品

などを紹介しています。

南秋田郡五城目町字兎品沢62-2　TEL 018-852-3110　入館無料

開館時間▶4月1日～10月31日 9：00～17：00／11月1日～11月30日 9：00～16：

00（12月1日～ 3月31日は休館）

500年の伝統 五城目朝市
豊かな自然に恵まれた地元の新鮮な野菜や山菜、きのこなど、野趣豊かな

商品が並びます。開催日が日曜日にあたる日は「ごじょうめ朝市plus+」とし

て若い世代や話題のお店が出店しています。郷土料理・だまこ鍋などの販売

コーナーもあります。

「五城目朝市ふれあい館」は、休憩コーナーを備えた交流・観光施設です。

五城目町下タ町通り（通称 朝市通り） 五城目朝市駐車場あり

開催時間▶7：00～正午

開催日▶毎月下一桁に2、5、7、0がつく日（日曜日にあたる日は「ごじょうめ朝市plus+」

臨時市▶5月4日「祭市」 、8月13日「盆市」 、12月31日「歳の市」

イベント▶山菜まつり（5月中旬）、市神祭（6月中旬）、「みずたたき」まつり（7月中旬）、

きのこまつり（10月中旬）、あったか鍋まつり（2月中旬）

潟上市潟上市
井川町

五城目町

上小阿仁村

北秋田市北秋田市

ちょっと
休憩

緑を楽しむ
ドライブ
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。
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に
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て
い
ま
す
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帝釈寺のケヤキ
【南秋田郡五城目町】

一般社団法人 秋田県林業コンサルタント
〒010－0941 秋田市川尻町字大川反170-169
TEL. 018－865－1133　FAX. 018－865－1134
http://www.akita-forest-con.or.jp/

おかげさまで創立50周年を迎えました
　当社団は秋田県の森林土木事業を補完する機関として、森林の保全や林業生産の向上を図るための調査・
研究、測量・設計等の業務を行って参りました。今後とも、職員一丸となり、林業の振興と県土の保全に寄与
できるよう努めてまいります。

令和2年10月13日、創立50周年式典挙行

御来賓、参加者の皆様、誠にありがとうございました。

◆記念講演  東国原 英夫 氏（元宮崎県知事）
 演題／「地方から国を変える」

創立50周年
テーマ

大曲高校書道部員19名のみなさんが書いてくださった
お祝いのメッセージ

－災害に強い安全安心な県土、そして安らぎの環境づくりのために－

あきた
緑化の足跡

森林浴、スポーツ、温泉…多様に楽しめる大森リゾート村 巨木が多く趣がある大森公園

昭和62年5月15日

第38回秋田県植樹祭開催地－大森公園《現横手市》

旧大森町大森公園（現横手市）に

於いて、昭和62年5月15日に第38

回秋田県植樹祭が開催されました。

参加者には丸山完副知事、阿部

勝行大森町長他、1800名です。植

樹祭のメインテーマは「育てよう　

ぼくらの森　21世紀の森」。

式典会場は大森町立体育館。緑

の少年団団員と大森町内保育園児

たちが、キジ20羽と風船を放ちま

した。

植樹木はソメイヨシノ、ツツジ類、

ケヤキ、コブシ、ツバキ等400本。

植栽地周辺は大森リゾート村とし

て管理され、生育状況は良好です。

大森リゾート村は緑豊かな出羽

丘陵に広がる静かな保養地で、各

種のスポーツ施設とレクリエーショ

ン広場が一体となり、家族でゆっく

りとくつろぎ自然とふれあいながら

楽しく遊べるようになっています。

体育館、野球場、テニスコート4面

（全天候性）、グラウンドゴルフ場、

ゴルフ場18H（民営）等のほか、隣接

して200人収容の温泉宿泊施設さ

くら荘、コテージがあります。

エリア内にある大森公園は桜の

名所として知られ、雄勝・平鹿・仙北

の眺望は新秋田三十景の一つに数

えられています。この公園は戦国時

代の小野寺氏の城址で、明治34年、

旧大森町に町制施行されたことを

記念し、桜約千本が植えられて整

備された歴史を有する公園です。

そのため巨木が多く、趣がある公園

です。

緑あふれるエリアでリゾートを楽

しみ、生長した植樹木を訪ねてみま

しょう。
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県緑化推進委員会の主な事業 緑の募金
シンボルマーク

緑の募金運動を広く展開し、寄せられた善意を主な原資として次のような事業を推進しています。

※秋田県緑化推進委員会は、国土緑化推進機構・各都道府県緑化推進委員会と連携し、緑の募金による東日本大震災・熊本地震被災地のみどり
の再生支援を行っています。

●地域緑化活動の推進
市町村等が行う緑化イベントへの支援

●緑化思想の啓発
チラシ、看板、キャンペーン、機関誌発行、緑化関係表彰

●県民参加の森づくり推進
森林祭等開催、市民グループ森づくり活動支援

●森林ボランティア育成
ボランティア活動支援、リーダー養成

｢緑の募金」運動の推進

●緑の少年団等育成
交流集会、学校緑化コンクール、学校緑化活動支援、子
供木づかい体験

●名木・古木等の保護
診断、調査の支援

●国土緑化運動
国土緑化推進機構連携事業、緑と水の森林ファンド活用
事業

ダイドードリンコ（株）では、
環境貢献として飲料自動販売機による
「緑の募金」活動に協力しております。

「緑の募金自販機設置」のお願い

新規設置の自動販売機が対象です。
設置、ご紹介の協力をお願いします。

緑の募金は、このように活用されました！

目印は
このパネル!!
この自動販売機の
収益金の一部は、
「緑の募金」に
寄付されます。

森づくり活動
294（10%）

学校緑化
235（8%）

緑化コンクール
100（3%）緑の少年団育成

107（4%）

事業共通費
248（9%）

管理費
205（7%）

（万円）

総額2,854万円

1,323

513

378

44

309

287

家庭募金

学校募金

職場募金

街頭募金

企業募金

その他の募金

公園、道路、町内会、工場等の緑化

街頭募金キャンペーン、機関誌発行、ＨＰ更新、資材購入等

名木・古木の調査、国土緑化推進機構納付金、市町村事務費等

※1 地域緑化

※2 広報宣伝

※3 その他

広報宣伝
534（19%）

※2

※1

計2,854万円

その他
543（19%）

※3

地域緑化
589
（21%）

平成31年度

募金実績

Vol.12
編集・発行

令和2年10月30日（金）発行

公益社団法人 秋田県緑化推進委員会
〒010ー0941
秋田市川尻町字大川反170ー169 森林環境会館内
TEL 018ー883ー0815  FAX 018ー883ー0816
［Eメール］akiryoku@estate.ocn.ne.jp
URL http://akiryoku.ec-net.jp/

制作
有限会社 パレア

〒010ー0942 秋田市川尻大川町2ー8
TEL018-896-7225　FAX018-883-0004

編　集　後　記 
▼令和２年、東京オリンピックの開催年で全国がお祭

りムードにある中、いきなり新型コロナウイルスが全世

界を席巻した。県内でも人の集まるイベントが相次い

で中止。春の風物詩である駅前アゴラ広場での「街頭

募金」、森林林業関係者が一堂に会する「水と緑の森林

祭」、未来を担う子供たちの「緑の交流集会」等々、歴史

ある主催行事が次々と見送られた。▼イベントがない

のでヒマかというとそうでもない。予定行事のキャンセ

ルや代わりとなる催しの検討、そしてコロナ対策であ

る。こういう時こそ「応用力」が試されるのだ。▼想定

外の業務は神経の減りが著しく早い。気分転換に食事

や温泉などを、ついつい思い浮かべてしまう。しかし、

罹った時の周りへの「迷惑」と周りからの「目」を考える

と出かけられなってしまう。▼考えあぐねた末、一つの

結論に達した。行く先は本県の豊かな大自然だ。フィト

ンチッドがコロナウイルスをやっつける？さあ、みんな

で紅葉刈りやなべっこ遠足に出かけよう！（T.K）

みんなが森
も

林
り

の応援団!!
緑 の 募 金
への協力と森林づくりへの参加をおねがいします。
■ 緑の募金は、地域の環境緑化活動や森づくり
活動への支援に使われます。

緑の募金でふせごう地球温暖化

募金期間

春季 4月10日～ 5月31日　
秋季 9月 1日～10月31日

実施主体／（公社）秋田県緑化推進委員会
市町村・市町村緑化推進委員会

下刈りと笹舟づくりに挑戦（秋田市立中通小学校）

　新型コロナウイルスの影響で、県
内各地のイベントが相次いで中止と
なる中、移動中の「密」を避けるため
大型バスを追加するなど、考えられ
る対策はすべて講じ、中通小学校の
林業体験学習が行われました。
　同校は、秋田市内の中心部にあ
り、森林にふれあう機会が少ないこ
とから、子どもたちが自らの体験を
通して森林・林業の役割や大切さを
学ぶ「林業体験学習」は、環境教育
としてばかりではなく、自然の中で
生きる力を育む機会として大きな意
味を持っているといえます。
　9月15日、青空が見え隠れするも
小雨がパラつく変わりやすい天気
でしたが、小学校グラウンド脇には
5年生児童36名と先生4名、東北森
林管理局から3名、森の案内人5名、
県緑化推進委員会1名の総勢49名
が集まり、予定どおり8時40分に出
発。途中、伏伸の滝で秋田森林管理
署（共同主催者）12名と合流し、こ
こで開会式や準備体操が行われまし
た。
  下刈りは、同校の先輩が植えた植
林地で行うのが「慣わし」で、今回
は5年前に当時の5年生がスギを植

えた場所で行われました。秋田森林
管理署の職員から実演を交えた丁
寧な説明を受け、ヘルメットに防蜂
ネットを装着。さっそく鉈鎌を手に
してチャレンジです。児童2名に指
導者1名の3名が1チームとなり、藪
状の野原は1時間ほどで整然とした
スギ植林地に生まれ変わりました。

　昼食後、児童は5班に分かれ、森
の案内人を先生役として森林教室
が始まりました。伏伸の滝は前日ま
での降雨で水かさが増し、水しぶき
と轟音が響く中、植物の葉っぱやタ
ネの仕組みなどを教えてもらいまし
た。また、1人1人がササの葉で舟を
作り、みんなで水面に流して出来映
えを競い合い、野外で楽しむ知恵を
「体」と「記憶」に刻むことができま
した。

　平成6年に始まったこの体験学習
は今年で27回目を迎え、同校の魅力
を象徴する活動の一つです。開催が
危ぶまれる中、先輩からのバトンを
来年に繋ぐことができたことは、児
童や学校、関係スタッフにとって大
きな収穫であり、当委員会の主催事
業において令和2年度の数少ない明
るい話題の一つとなりました。

大仙市立豊成中学校が東北・北海道地区緑化功労賞を受賞
　令和2年度東北・北海道地区緑化
推進協議会の総会が10月30日に開
催され、大仙市立豊成中学校（藤原
修悦校長）が教育機関としては初
めて緑化功労賞を受賞しまし
た。同校は、十六沢城址緑地公
園における環境学習や森林ボ
ランティア活動のほか、保育園
との合同植樹による世代間を
つなぐ取り組み、造園及び製材
業との地域交流などにおいて、
特に平成27年度からの継続し
た取り組みが、地域を創る緑化
活動として高く評価されまし
た。また、生徒の活動はもとよ
り、学校（先生）の取り組み姿

勢や企画力、地域との協働や支援体
制においても模範事例として特筆す
べき点が多く、受賞に大きく貢献し
ました。

TOPICS1

TOPIC
S2

下刈りにチャレンジ

間伐した木を利用し、ほだ木作りに挑戦（1、2年生）
十六沢城址緑地公園で

高枝切りのボランティア活動を実施

業において令和2年度の数少ない明

「森の案内人」さんによる森林教室

ササ舟にどんぐりを乗せて…



JAS製材品は、品質・性能が明確!!
～だから、安心です～

木造住宅にも、

JAS製材品を使いましょう

製材の品質・規格の概要

目視等級区分による表示例

機械等級区分による表示例

JAS
JAS製材品は、品質・性能を明らかにして出荷された製

材品です。この製品は、「日本農林規格等に関する法

律」（JAS法）に基づき認証されたJAS工場で品質管理

及び格付のための検査・試験を行い消費者の皆様に提

供されており、安心してお使いいただけます。

《お問合せ先》　秋田県木材産業協同組合連合会
〒010-0003 秋田県秋田市東通二丁目7-35  TEL：018ー837ー8091 / FAX：018ー837ー8093   http://aーmokuren.jp

樹種名 スギ

認証機関名

種類 乙

等級 ★　★

寸法
mm          mm            m

○ × ○ × ○

乾燥 ＳＤ２０

製造業者名

○○製材株式会社
製材工場

○○製材株式会社
製材工場認証機関名

mm         mm          mm

120×120×3000

スギ ＳＤ１５ Ｅ９０

樹　種 樹種名を表示 スギ、ヒノキ、カラマツなど木の種類を表示

種　類
目視等級区分
構造用製材の
用途による区分

梁（はり）、桁（けた）などの横に使用されるものは「甲Ⅱ」
柱など縦に使用されるものは「乙」と表示

等　級

目視等級区分
目視で節、割れ、曲がりなどを評価して１級、２級、３級
の３区分に表示（★★★、★★、★）
（注）樹種、区分（甲Ⅰ、甲Ⅱ、乙）、等級ごとに、国土交通省の告

示で基準強度を規定（構造計算にわれる強度）

機械等級区分
機械等級区分装置（格付の場合は曲げ試験装置）で
強度（ヤング係数）を測定し、等級区分（Ｅ50～150）を表示  
（注）等級区分、樹種ごとに、 国土交通省の告示で基準強度

を規定（構造計算に使われる強度） 

寸　法
木材の木ロの
短辺、長辺
及び材長 

正確な寸法を計測表示

乾　燥 木材の乾燥度合
 （含水率） 

含水率計で計測（格付けの場合は全乾試験）して
ＳＤ（かんな掛けした乾燥材）
Ｄ　（鋸挽きしたままの乾燥材（表面が未仕上）
15、20、25という含水率を表示


